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2016年3月期決算説明会

2016年 5月 24日
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2016年3月期の決算概要

※当資料の金額の記載は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
※今期（16/3月期）よりシステムセグメントの事業区分を一部変更しました。これに伴い過去期の区分も組み替えています。
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増収減益、期首計画からは大幅ダウン

連結業績ハイライト
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新規連結子会社により増収するも、
粗利率低下や為替差損等により減益

15/3 16/3 
計画差 前期差

前期比
（%）実績 期首計画 実績

売上高 18,809 23,000 19,986 △3,013 1,177 6.3

粗利益 4,935 6,090 4,973 △1,116 37 0.8

粗利益率（％） 26.2 26.5 24.9 △1.6 △1.4 －

販売費及び一般管理費 4,247 4,930 4,536 △393 289 6.8

販管費率（％） 22.6 21.4 22.7 1.3 0.1 －

営業利益 688 1,160 436 △723 △251 △36.5

営業利益率（％） 3.7 5.0 2.2 △2.9 △1.5 －

経常利益 865 1,160 410 △749 △454 △52.5

経常利益率（％） 4.6 5.0 2.1 △3.0 △2.6 －

親会社株主に帰属する当期純利益 589 630 103 △526 △486 △82.5

当期純利益率（％） 3.1 2.7 0.5 △2.2 △2.6 －

人員 450 － 484 － 34 7.6

（百万円）

※ 16/3の販管費にのれん償却434百万円計上（15/3は264百万円）

連結業績の詳細
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資料：セグメント・プロダクト
セグメント プロダクト

（商品類）
商品例

システム セキュリティ ・EAS（商品監視システム）
・映像監視システム
・ストアマネジメントシステム
・ディスプレイセキュリティシステム
・オフィス入退室管理システム
・防火システム

その他
ソリューション

・メーリングシステム
・RFIDシステム
・ネットワークシステム

カストマ・
サービス

システムセグメント内の商品の
構築・保守・運用管理

デバイス 電子 ・アナログ半導体
・通信用電子部品
・各種センサー

産機 ・スライドレール
・ガススプリング
・ソフトクローズユニット
・電子錠
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9,368 
11,184 

9,441 
8,802 

18,809 
19,986 

15/3 16/3

システム：のれん償却増を売上増で補い増収増益
デバイス：円安や競争激化の影響を受け減収減益

売上高 （百万円）

セグメント別業績

22 83

657

348

688

436

15/3 16/3

デバイス

システム

※システムには投資コスト（のれん償却）含む
16/3 434百万円
15/3 264百万円

営業利益 （百万円）
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5,566 
6,994 

1,484 

1,658 2,317 

2,531 9,368 

11,184 

15/3 16/3

セキュリティ その他 カストマ

システム：全プロダクトで増収
デバイス：全プロダクトで減収

システムセグメント
売上高 （百万円）

プロダクト別業績

デバイスセグメント
売上高 （百万円）

3,712 3,448 

5,728 
5,353 

9,441 
8,802 

15/3 16/3

電子 産機
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718 792 

613 723 
505 508 
405 460 
520 

654 56 
112 530 
570 

1,626 

2,693 588 

478 

5,566 

6,994 

15/3 16/3

GMS HC/ｽﾎﾟｰﾂ ﾄﾞﾗｯｸﾞ

家電 ﾌｧｯｼｮﾝ ﾒﾃﾞｨｱ

ｵﾌｨｽ 防火等 その他

ほぼ全市場で売上増加、GF社の連結開始も寄与
定性情報

主要顧客の小売店では、アパレルや
GMS向けIPカメラ、及びホームセンター
向け商品監視システム等が堅調に推移

オフィスは工場や外資系企業向け中心に
増収

防火市場は、高度防火システムの設計・
構築を行うGuardfire社を新たに連結した
ことにより大幅増収

ただし原油価格下落による石油プラント
建設延期を発電プラントでカバーしきれず

セキュリティプロダクトの業績

売上高 （百万円）

EAS（商品監視システム） 東南アジアの発電プラント
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296 
590 

817 

600 

369 
467 

1,484 

1,658 

15/3 16/3

メーリング RFID ネットワーク

その他ソリューションプロダクトの業績

RFIDの減収をメーリング・ネットワークで補い増収

RFIDはアパレル等の大型案件の後ろ倒し
により減収

ネットワークは無線LANシステム案件を企業

向けに加え得意とする小売店に向けて数多
く取り込み増収。仕入先のシスコシステムズ
社より「Cisco Meraki Acceleration Award」
を受賞。

メーリングはマイナンバー関係書類発送に
関わる大口案件により増収

定性情報売上高 （百万円）

無線LANシステム メーリング（封入封函）機器
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電子プロダクトの業績

520 537 

680 756 

169 129 

1,473 1,400 

327 174 

542 
451 

3,712 
3,448 

15/3 16/3

DA1 DA2 TT
II ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ その他

一部好調な案件があるものの全体では減収

産業機器市場（ＩＩ）は全体では減収となるも、

ターゲットとしていた大手キャリアのIP-PBX

（構内交換機）用プロセッサの大口案件獲得

DA2ではテレビリモコン向けICが堅調

アミューズメント市場やその他二次店向け
販売は苦戦し減収

定性情報売上高 （百万円）

IP-PBX用プロセッサ テレビリモコン向けIC
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資料：電子プロダクトの市場区分

DA1 「デジタルアプライアンス1」
モバイル系情報家電 ･･･ 携帯電話、スマートフォン、デジタル・カメラ等

DA2 「デジタルアプライアンス2」
設置型情報家電 ・・・ 液晶テレビ、パソコン、プリンター等

TT 「テレマティクス」
車載用機器 ・・・ カーナビゲーション、車載カメラ等

I I 「インダストリーインフラ」
産業機器 ・・・構内交換機、通信基地局、医療機器、放送設備、等

アミューズメント
・・・ ゲーム機、遊技機等

その他
・・・ パワー（電源関係）、代理店販売等
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産機プロダクトの業績

遊技市場以外は伸張するも遊技縮小の影響が大きく減収

自動機市場は国内外のメーカーの

ATM（現金自動預け払い機）への販売

が引き続き堅調に推移

遊技市場は競争激化により大幅減収

その他市場ではターゲットにしていた

自動車内装向けダンパーが好調

定性情報売上高 （百万円）

スライドレール

1,773 2,072 

690 
702 

457 
474 570 
634 

1,637 726 

600 
745 

5,728 
5,353 

15/3 16/3

自動機 住設 OA/PPC
OF 遊技 その他

ダンパー
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資料：産機プロダクトの市場区分

自動機
・・・ ATM（現金自動預け払い機）、券売機、釣銭機、自動販売機等

住設 「住宅設備」
・・・システムキッチン、福祉機器、引き戸、昇降棚等

OA･PPC

・・・複合機、コピー機、プリンター、印刷機等

OF 「オフィスファニチャー（家具）」
・・・オフィス・医療用キャビネット、机、椅子等

遊技
・・・パチンコ台間機、ゲーム機、アミューズメント設備等

その他
・・・上記以外で自動車・鉄道関連、半導体製造装置、サーバーラック、等
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プロダクト別業績

国内好調も海外市場伸び悩み
円安により仕入コスト増

 アパレルのニーズ多様化に伴う
RFID大型案件後ろ倒し

計画以上に
遊技市場低迷

（億円）

国内向けスマホ、ゲーム機等出荷減
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貸借対照表の状況

15/3 16/3 構成比（％） 増減

流動資産 15,609 14,992 82.1 △617

現金預金 5,637 5,758 31.5 121

受取手形及び売掛金 6,608 5,863 32.1 △745

商品及び製品 2,202 2,218 12.2 16

固定資産 4,229 3,261 17.9 △968

有形固定資産 360 306 1.7 △53

無形固定資産 2,350 1,587 8.7 △762

投資その他資産 1,519 1,367 7.5 △152

資産合計 19,839 18,253 100.0 △1,585

流動負債 4,245 3,693 20.3 △552

支払手形及び買掛金 3,128 2,466 13.5 △662

固定負債 646 716 3.9 69

純資産 14,947 13,844 75.8 △1,102

負債純資産合計 19,839 18,253 100.0 △1,585

（百万円）

のれん償却や投資有価証券売却により固定資産が減少
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連結キャッシュ・フロー計算書の状況

15/3 16/3 前期差

営業活動によるキャッシュフロー 1,255 371 △884

投資活動によるキャッシュフロー △2,650 349 3,000

財務活動によるキャッシュフロー △230 △591 △361

現金及び現金同等物の増減額 △1,574 45 1,619

現金及び現金同等物の期首残高 6,462 4,887 △1,574

現金及び現金同等物の期末残高 4,887 5,158 271

（百万円）

当期純利益減少等により営業活動CF減少
自社株買いにより財務活動CF減少
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株主還元策について

安定的な配当を継続的に実施

1株あたり

年間配当金
内中間配当 配当性向：連結

2013年3月期 24円00銭 12円00銭 42.2％

2014年3月期 24円00銭 12円00銭 41.5％

2015年3月期 24円00銭 12円00銭 39.9％

2016年3月期 24円00銭 12円00銭 222.4％

2017年3月期 （予想） 24円00銭 12円00銭 （見込み） 57.2％

加えて、将来の成長に向けた投資にも注力
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トピックス

中期経営計画2016-2018

Challenge toward 2018
- Beyond Boundaries -
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内容
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事業環境の認識
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当社が取り組むべき課題



22

中期経営方針と経営目標
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１．既存事業の収益拡大
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２．グローバルビジネスの拡大
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グローバル事業の展開
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３．新規ビジネスの創出
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事業ポートフォリオ 売上拡大シナリオ
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戦略別粗利成長シナリオ
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事業運営及び配当政策
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次期の見通し

※当資料の金額の記載は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
※前期（16/3月期）よりシステムセグメントの事業区分を一部変更しました。これに伴い過去期の区分も組み替えています。
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通期業績計画

中期経営計画の初年度として新たな事業成長に向け邁進

16/3 実績 17/3 計画 前期差 前期比（%）

売上高 19,986 22,280 2,293 11.5

粗利益 4,973 5,850 876 17.6

粗利益率（％） 24.9 26.3 1.4 －

販売費及び一般管理費 4,536 5,050 513 11.3

販管費率（％） 22.7 22.7 0.0 －

営業利益 436 800 363 83.2

営業利益率（％） 2.2 3.6 1.4 －

経常利益 410 800 389 94.7

経常利益率（％） 2.1 3.6 1.5 －

親会社株主に帰属する当期純利益 103 400 296 287.5

当期純利益率（％） 0.5 1.8 1.3 －

（百万円）

※ 17/3計画の販管費にのれん償却約391百万円計画（16/3実績は434百万円）
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9,368 
11,184 

13,170 

9,441 
8,802 

9,110 

18,809 
19,986 

22,280 

15/3 16/3 17/3

システム デバイス

両セグメントで増収を計画

売上高 （百万円）

セグメント別販売計画

16/3 17/3 前期比

売上高 19,986 22,280 2,293

営業利益 436 800 363

経常利益 410 800 389

親会社株主に帰属する

当期純利益 103 400 296

定性情報

システム：国内ではドラッグストアや

アパレルショップでの拡販、海外では

発電プラント向け防火システムや特殊

RFIDタグ等に注力

デバイス：電子は産業機器市場での

拡販継続、産機は本格的な米国攻略

を推進
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セグメント別販売計画の詳細

全プロダクトで増収計画

デバイスシステム

5,566 
6,994 

8,170 

1,484 

1,658 

2,460 

2,317 

2,531 

2,540 

9,368 

11,184 

13,170 

15/3 16/3 17/3

ｾｷｭﾘﾃｨ その他ｿﾘｭｰｼｮﾝ カストマ

3,712 3,448 3,450 

5,728 
5,353 5,660 

9,441 
8,802 9,110 

15/3 16/3 17/3

電子 産機
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セグメント別計画

 RFID大型案件取り込み
 クラウド型無線LAN拡大

国内重点市場へ複合ソリュー
ション提案強化

海外発電プラント集中特化

通信インフラ案件拡大
少数精鋭化

（億円）
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ありがとうございました。

当資料に掲載されている内容は、種々の前提に基づいたものであり、

記載された将来の計画数値や施策の実現を確約したり、保証したりするものではありません。


